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ジャパンナレッジLib／Personalのコンテンツに、
『新カトリック大事典』（編集：上智学院、出版：研究社）が搭載されたことを記念して、

アガスティン・サリ上智学院理事長、佐久間勤イエズス会日本管区長、石井祥裕『新カトリック大事典』編纂室代表の
３名に、同大事典の「これまで」と「これから」を伺いました。

こちらはジャパンナレッジHPにて連載中の「ニッポン書物遺産」のインタビューを抜粋し、再構成したものです。本編は右下のURLよりご覧いただけます。

写真左から石井編纂室代表、サリ理事長、佐久間管区長。

――編纂の経緯を教えてください。
石井　〝新〟とあることからおわかりのように、前身の辞
典が存在します。1940年に刊行が開始された『カトリッ
ク大辞典』（全5巻）です。これほどの大辞典が戦前に企
画・編集されたのは驚異的なことでした。1960年に完結
したのですが、その後すぐ、世界のカトリック教会では
大きな出来事がありました。
サリ　62年から65年にかけて開催された「第2バチカン
公会議」ですね。教会の刷新、全キリスト教徒一致の促進、
現代世界との対話を目指すことが決まりました。
石井　このカトリックの変革を受けて、同辞典も再編集
されることになりました。世界の文化や宗教や歴史全般
を扱う百科事典的性格を持った、『新カトリック大事典』
です。77年に上智大学創立70周年（83年）の記念企画と
して立ち上がり、79年に編纂委員会が発足しました。第
1巻の刊行は96年ですから、足かけ18年もかかっていま
す。最終巻である第4巻が刊行されたのは、さらに13年
経った2009年のことです。上智大学をはじめ、日本の
神学者を総動員して最高のものを作ろうとしたために、
随分時間がかかってしまいました。

―― 2026年春から『新カトリック大事典』がジャパンナ
レッジに搭載されました。
サリ　私は、水道や電気と同様に「学際インフラ」が大事
だと思っています。学際インフラとは、広く知見を一般
社会に還元し、次代の研究や学習をよりよくするための
学術参照基盤のこと。ジャパンナレッジはインターネッ
ト上の知のプラットフォームです。ここに搭載されたこ
とで、より『新カトリック大事典』のインフラ化が進みま
すし、何よりこれまでカトリックに関心をお持ちでな

かった方の目に触れる機会が増えます。
　例えば、今、世の中で起きている紛争の多くの背景に、
宗教的対立がありますが、『新カトリック大事典』で調べ
ることは、相互理解の大きな助けになるでしょう。
佐久間　『新カトリック大事典』の特徴は、日本のクリス
チャンについての記述が豊富なことです。ザビエルに始
まるキリスト教伝来の歴史を、一般の方が概観できる資
料がなかなかないのですが、『新カトリック大事典』はそ
の歴史理解の一助になります。

――現代社会における『新カトリック大事典』の意義とは
何でしょうか。
佐久間　11世紀に活躍したアンセルムスという神学者
が、信仰というものは知的な理解を要求すると言ってい
ます。信じていることを可能な限り合理的に理解して、
言葉で表現することが大事だということです。『新カト
リック大事典』には、カトリックがどう変わってきたか
という変革の歴史も記述されています。自分たちの宗教
を絶対視するのではなく、歴史的、合理的に判断してき
たのがカトリックです。こうした「現在を絶対化しない」
という視座は、現代社会でも有効ではないでしょうか。
サリ　第2バチカン公会議の一つの大きなポイントは、
他宗教との対話を進めるということでした。それには他
宗教のことを知る必要がありますし、自分たちカトリッ
クのことを知ってもらう必要もあります。『新カトリック
大事典』はさまざまな宗教や人を繋ぐ存在になり得ます。
ですから、たくさんの人に使っていただきたいですね。

『新カトリック大事典』は「学際インフラ」

さまざまな宗教や人を繋ぐ存在に

32年もの歳月をかけて完成
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